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と
漆
喰
壁
に
囲
ま
れ
た
空
間
で
あ
り
、

松
風
閣
庭
園
の
緑
を
映
す
水
鏡
の
庭
の

全
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
内

外
一
対
の
回
廊
を
巡
り
、
変
化
す
る
景

観
や
光
の
効
果
に
よ
り
禅
や
鈴
木
大
拙

の
世
界
を
体
験
し
感
動
を
与
え
て
い
る
。

　
ま
た
本
多
の
森
公
園
の
斜
面
緑
地
に

沿
っ
て
金
沢
市
立
中
村
記
念
美
術
館
ま

で
緑
の
小
径
が
整
備
さ
れ
、
石
川
県
立

美
術
館
、
金
沢
21
世
紀
美
術
館
な
ど
歴

史
文
化
施
設
と
の
ま
ち
な
か
の
回
遊
性

に
配
慮
し
て
い
る
。

　
構
造
は
、
三
つ
の
棟
と
回
廊
に
分
か

れ
、
棟
ご
と
の
高
さ
が
異
な
る
平
屋
建

て
に
庇
が
か
か
る
壁
式
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
と
し
、
庇
は
軽
快
な
表
現
と
す

る
た
め
鉄
骨
造
と
し
て
い
る
。
思
索
空

間
棟
は
、
他
の
棟
と
階
高
が
異
な
る
た

め
エ
キ
ス
パ
ン
シ
ョ
ン
ジ
ョ
イ
ン
ト
で

分
離
し
た
独
立
の
構
造
と
し
、
水
盤
に

大
き
く
張
り
出
し
た
鉄
骨
造
の
庇
は
積

雪
地
域
で
あ
り
な
が
ら
も
、
先
端
が
き

わ
め
て
細
く
シ
ャ
ー
プ
で
日
本
的
な
金

属
庇
の
表
現
と
し
て
い
る
。

　
設
備
は
、
ガ
ス
熱
源
の
空
冷
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
方
式
を
採
用
し
、

思
索
空
間
は
、
静
寂
を
保
ち
過
度
な
気

流
を
感
じ
さ
せ
な
い
よ
う
部
屋
の
四
方

　
鈴
木
大
拙
館
は
、
金
沢
の
生
誕
地
近

く
の
豊
か
な
自
然
が
残
り
歴
史
と
文
化

が
感
じ
ら
れ
る
地
に
、
禅
を
世
界
に
広

め
た
仏
教
学
者
鈴
木
大
拙
を
顕
彰
す
る

た
め
に
建
設
さ
れ
た
記
念
館
で
あ
る
。

　
建
築
は
、
敷
地
の
借
景
を
活
か
し
、

石
積
、
水
景
に
よ
っ
て
金
沢
ら
し
い
景

観
を
つ
く
り
、
玄
関
棟
、
展
示
棟
、
思

索
空
間
棟
を
回
廊
で
結
ん
で
い
る
。
三

つ
の
棟
に
は
玄
関
の
庭
、
露
地
の
庭
、

水
鏡
の
庭
が
配
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
空
間

を
巡
る
こ
と
で
禅
や
鈴
木
大
拙
の
世
界

を
表
現
し
て
い
る
。
禅
や
日
本
文
化
の

根
源
を
説
い
た
哲
学
者
に
ふ
さ
わ
し
い

空
間
を
模
索
す
る
設
計
で
あ
り
、
考
え

方
を
日
本
固
有
の
「
床
の
空
間
」
に
求

め
、「
無
の
空
間
」
と
し
て
静
謐
な
空
間

を
つ
く
り
出
し
て
い
る
。

　
玄
関
棟
か
ら
展
示
棟
に
向
か
う
回
廊

は
、
金
属
パ
ネ
ル
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

ち
放
し
壁
に
囲
ま
れ
た
薄
明
か
り
の
空

間
で
あ
り
、
途
中
の
三
角
形
の
空
間
か

ら
白
砂
の
中
に
ク
ス
の
古
木
が
立
つ
玄

関
の
庭
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、

展
示
棟
か
ら
思
索
空
間
棟
に
向
か
う
回

廊
は
、
外
気
に
面
し
庇
の
天
井
パ
ネ
ル

選
評
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＞＞ 鈴木大拙館

鈴
木
大
拙
館

2015年 第56回
BCS賞受賞作品紹介

BCS賞は、建築の事業企画・計画・設計、施工、環境とともに、供用開始後1年以上にわたる
建築物の運用・維持管理等を含めた総合評価に基づいて選考し、建築主・設計者・施工者の三
者を表彰する建築賞です。
この賞は、1960年にはじまり2015年で56回を数えます。

思索空間棟夜景。手前は水鏡の庭。

展示空間。展示棟にあり、内部回廊・外部回廊に接続する。

学習空間。展示棟にあり、展示空間の奥にある。

写真：北嶋俊活（顔写真除く）
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　館では来館者が自由かつ自然な心で大拙と出
会い、そこから得た感動や心の変化を、自らの
思索に繋げていくことを基本方針としている。
　開館から4年が経過した今も、金沢21世紀
美術館等とともに金沢を代表する施設として、
国内外より大変多くの方々にご来館いただいて
いる。今後とも、大拙に出会い、心静かに思
索できる施設として、多くの方々にご利用い
ただきたい。

　藩政期、館の敷地を含む周辺一帯には、加
賀藩筆頭家老本多家の屋敷があり、現在は、
多くの歴史文化施設が集積し、都心部にあり
ながら豊かな自然や起伏に富んだ、金沢らし
い魅力のある地域である。
　世界的な仏教哲学者・鈴木大拙の生家が近
隣にあった大拙ゆかりのこの地に、その人と
なりや思想を学び、世界へ広め伝えていくた
め、鈴木大拙館を整備した。

「鈴木大拙に出会い、
 心静かに思索できる施設」

建築主
より

しと伝わってきたものだ。 
　工事中、それらをいかに実現するか、素材
を選び、工法を決め、職人と打ち合わせるこ
とは真のものづくりそのもので、あたかも計
画のコンセプトである「識る」「学ぶ」「思索
する」「語らう」を具現化したというか、大変
充実した時間を過ごすことができた。
　気持ちを整え、弱気を振り払い、ものづく
りに向き合う日々は現代の棟梁の気持ちその
ものであった。

　鈴木大拙館を施工させていただくことが決
まった際、早速谷口先生設計の「香川県立東
山魁夷せとうち美術館」（香川県坂出市）に出
向き、見学した。先生の「一部の隙もない」と
いう言葉通り、緻密なディテールで組立てら
れた建物を目の当たりにした。
　「金沢らしい意匠」について、谷口先生の話
を聞いているうちに、コンクリート・鉄・石・木
そして漆喰、それぞれの表情を高いレベルで
実現することを求められていることがひしひ

「現代の棟梁のものづくり」

金沢市
市長

山野之義
Yukiyoshi Yamano

施工者
より

＞＞ 鈴木大拙館

い「無の意匠」は、四季の移ろい、 展示の設
え、集う人々などによってその姿を変える。
　建築は、建築主・設計者・施工者が一座建
立の精神によって作り上げる一つのドラマで
ある。建築主である金沢市をはじめ、施工者
である清水建設及び多くの工事関係者のご支
援とご協力に心から感謝する次第である。
　新旧の建築が連綿と育まれている金沢の景
観の中に、この建築が新しい風景の一つとし
て加わり、永遠と生き続けることを設計者と
して願っている。

　金沢が生んだ仏教哲学者・鈴木大拙を顕彰
する施設の設計を、金沢市より2009年に委
託された。
　設計においては、斜面緑地を背景とする金
沢固有の景観の中で、「静か」「自然」「自由」
など鈴木大拙の人柄に相応しい環境と、「思
索」「くつろぎ」「語らい」の場を創造すること
を目指した。
　日本文化の根源を説く哲学者に相応しい空
間構成を模索する中で、私はその典型を日本
建築の「床」の空間に求めた。何も存在しな

「無の意匠」 設計者
より

谷口建築設計研究所
所長

谷口吉生
Yoshio Taniguchi

に
二
重
壁
サ
プ
ラ
イ
チ
ャ
ン
バ
ー
方
式

に
よ
り
吹
き
出
し
風
速
、
騒
音
の
低
減

を
図
る
と
共
に
、
壁
面
か
ら
冷
暖
輻
射

効
果
に
よ
る
優
し
く
や
わ
ら
か
い
空
調

に
配
慮
し
て
い
る
。
水
鏡
の
庭
の
水
に

は
水
質
劣
化
の
防
止
の
た
め
循
環
濾
過

設
備
を
設
置
し
、
一
定
間
隔
で
波
紋
を

形
成
し
て
水
景
を
演
出
し
て
い
る
。

　
施
工
は
、
入
念
な
型
枠
の
検
査
、
き

め
細
か
な
打
設
作
業
を
行
い
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
ち
放
し
お
よ
び
金
物
、
サ
ッ

シ
の
精
度
を
確
保
し
て
い
る
。
ま
た
軒

の
出
の
大
き
さ
に
対
し
て
非
常
に
薄
い

デ
ィ
テ
ー
ル
の
た
め
鉄
骨
精
度
を
確
保

し
、
庇
の
天
井
パ
ネ
ル
の
納
ま
り
精
度

思索空間棟内部。借景の紅葉が映える。

計画概要 建築主：金沢市 設計者：谷口建築設計研究所 施工者：�清水建設㈱
　　　　㈱豊蔵組

所在地：石川県金沢市本多町3-4-20
竣工日：平成23年7月29日

敷地面積：3,900.13㎡ 
建築面積：   662.00㎡
延床面積：  630.80㎡ 

階　　数：地上1階 
構　　造：�鉄筋コンクリート造　一部鉄骨造
　　　　

清水建設株式会社
北陸支店
工事長

三浦正之
Masayuki Miura

上／内部回廊。玄関棟から展示棟へ導く。玄関の庭が配
されている。
下／外部回廊。展示棟から思索空間棟へ導く。水鏡の庭
が配されている。

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。
漆
喰
壁
は
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
躯
体
と
断
熱
材
の
上
に

塗
り
付
け
る
た
め
、
耐
候
性
を
確
保
し

つ
つ
ひ
び
割
れ
し
に
く
い
材
料
の
調
査

検
討
を
モ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
確
認
し
、
ひ

び
割
れ
防
止
、
精
度
を
確
保
し
て
い
る
。

建
築
、
構
造
、
設
備
の
整
合
性
を
図
り
、

高
精
度
で
高
品
質
な
施
工
を
行
い
、
現

代
の
棟
梁
の
も
の
づ
く
り
で
あ
る
。

　
鈴
木
大
拙
館
は
、
地
域
の
活
性
化
に

寄
与
し
、
建
築
主
、
設
計
者
、
施
工
者

が
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
出
し
た
質
の

高
い
建
築
と
し
て
優
れ
た
作
品
で
あ
る
。

 ［
選
考
委
員
］

小
泉
雅
生
・
六
鹿
正
治
・
田
中
隆
吉


